
年  月  日 

 

アスベスト確認チェックリスト 

 

建物名称 ： 

建物住所 ： 

 

１．事前確認（着工前に完了させる）                          

 ① 建物の年代（1987 以前に建てられた建物か）      ☐ 

  改修履歴の確認（防水更新の有無） 

  ⇒ 1987 年以前なら「アスベスト含有の可能性あり」扱いで進める 

 ② 防水材の種類 

  既存防水はアスファルト防水か       ☐ 

  ・特殊アスファルトフェルト（〜1986） 

  ・特殊アスファルトルーフィング（〜1987） 

  ・一部接着剤・コーチング材（〜2002〜2003） 

  ⇒ アスファルト防水なら要注意建材に該当 

③ 予定される作業内容の確認（破砕・切断の有無）     ☐ 

・既存防水層の撤去 

・ドレン回りの斫り 

・アンカー打設（フェンス・太陽光架台） 

・コア抜き（設備・電気工事含む） 

  ⇒ 破砕・切断がある場合は必ず事前調査が必要 

 ④ 調査結果の確認（着工前に必ず） 

・元請・発注者から調査結果が提示されているか      ☐ 

・分析結果（JIS A 1481）があるか       ☐ 

・調査範囲が作業範囲と一致しているか       ☐ 

⇒ 調査結果が無い状態での着工は不可       ☐ 

 

２．事前確認や調査によりアスベスト含有が判明した場合の対応（レベル 3 建材）      

  ・作業計画書の確認         ☐ 

  ・養生・湿潤化         ☐ 

  ・防じんマスク着用         ☐ 

  ・飛散を伴う作業は慎重に実施       ☐ 

  ・廃材は「石綿含有産業廃棄物」として処理      ☐ 



３．作業開始前に確認すること                             

 ① 調査結果の再確認 

・調査結果が手元にある        ☐ 

・含有の有無が明確         ☐ 

・レベル 3（非飛散性）として扱うかどうかが分かる     ☐ 

② 必要な準備が整っているか 

・養生（飛散防止）         ☐ 

・防じんマスク（DS2 以上）        ☐ 

・湿潤化の準備         ☐ 

・廃棄物処理ルートの確認（石綿含有産業廃棄物）     ☐ 

 

４．絶対にやってはいけないこと                             

・調査なしでの撤去・斫り・アンカー打設・コア抜き等 

  ・「見た目で大丈夫」との素人判断 

  ・調査結果が無いままの着工 

  ・他業者の破砕作業等の黙認 

  ・調査結果の提示を受けずに元請の指示だけでの作業 

 

５．連絡フロー（迷ったら即確認）                           

① 社内安全担当 

② 元請・発注者 

③ アスベスト調査業者 

 ⇒ 判断に迷ったら作業を止めるのが最優先 


